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時の開始前から長蛇の列を作っていました。また、よさこいチーム「舞
ぶ き よ う

綺瓔」によ
る迫力の演舞も行われ、イベントに活気を呼び込んでいました。
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北 上

ヨ
ガ
と
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
挑
戦

　雄勝体育館で２月
14日、ヨガとピラティ
スの講座が開かれま
した。市内でヨガスタ
ジオを開く坂本佳那
さんが講師を務め、
地区内の男女７人が
参加しました。ヨガで
呼吸を整えたほか、体
幹強化や姿勢改善を
目指したピラティスの運動に挑戦しました。参加者はストレッチポールを使っ
て普段動かさない筋肉を刺激し、坂本さんは「動かし過ぎなところは休め、
動かしていないところはしっかり動かすのがポイント」と呼びかけていました。

雄 勝 体いたわるゆったり時間

統
合
前
に
３
小
学
校
で
閉
校
式

　桃生地区の３校
が統合し、４月から
新しい小学校にな
るのを前に、桃生
小は２月８日、中津
山第一小と中津山
第二小は２月22日
にそれぞれ閉校式
を行いました。各校
の閉校式には児童
や教職員、保護者に加え、地域住民や卒業生らも出席し、１５１年間の歩みを
振り返って学びやに感謝や別れを告げました。統合後はこれまでの桃生小
校舎を引き継ぎ、新たに「桃生小学校」として開校します。

桃 生 151年の歩みに感謝

　北上観光物産
交流センターで２
月９日、開館７周
年を記念したイ
ベントが開かれま
した。目玉はこの
時期が旬の十三
浜産「新ワカメ」
の即売会で、地元
業者が約１５０kg
分を量り売りしま
した。多くの人が
足を運び、午前１１

鮎
川
小
学
校
で
出
前
講
座

　1月２８日に鮎川小
学 校で、ＮＰＯ法 人

「海のくに・日本」（東
京都）による鯨の出
前講座が開催され、
児童６人が参加しまし
た。講座では、全盛期
の鮎川の様子や、捕
鯨を取り巻く世界情
勢など、さまざまな角
度から鯨の食文化の大切さが説明され、理解を深めることができたようで
す。講座の最後には、ロープを使ってシロナガス鯨の大きさを再現し、鯨の大
きさを実感することもできました。

牡 鹿 鯨の食文化を守る

火
災
予
防
運
動
こ
ど
も
教
室

　春の火災予防運
動（３月１～７日）に
ちなんだ「かほく防
火こども教室」が２
月28日、河北保育
所で行われました。
年少から年長まで
35人の子どもが参
加し、一日消防署長
となった保育士と「火遊びしない」「火に近づかない」約束を交わしました。
消防署も協力し、火災の煙からの避難訓練にも取り組みました。最後は拍子
木を打ち、全員で「マッチ一本火事のもと。火事のない明るいまちを作りま
す」などと誓いました。

河 北 拍子木打って防火の誓い

い
し
の
ま
き
絆
交
流
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ま
つ
り

　石巻観光協会と
姉妹観光協会によ
る「いしのまき絆交
流鍋まつり」が２月
２２日と２３日、かわ
まち交流センターで
開かれました。地元
のカキ鍋と銀ダラあ
ら汁のほか、山形県
米沢市の芋煮鍋、
秋田県湯沢市のきりたんぽ鍋がそれぞれ１杯３００円で販売され、多くの市民
が食べ比べを楽しみました。ステージイベントもあり、音楽演奏やお笑い、マジッ
クショーなどで会場が盛り上がりました。

石 巻 あったかご当地の味食べ比べ

旬の十三浜ワカメに行列

須
江
小
で
獅
子
舞
伝
承
式

　須江小学校は３月
４日、郷土芸能の「須
江獅子舞」を６年生か
ら下級生に引き継ぐ
伝承式を開きました。
卒業を控えた６年生
54人が最後の舞を披
露し、５年生35人に道
具や衣装を手渡しま
した。地域に１００年近
く前に伝わった獅子舞で、快い調子のはやしが特徴です。同小学校は約30
年前から保存会の指導を受けて伝承に取り組んでおり、新年度は運動会や
学習発表会で舞を披露する予定です。

河 南 伝統を６年生から５年生へ


